
こども絵本リレープログラムの

21世紀を生き抜く力の育成

情報処理能力 情報編集力

判断力・表現力の育成 コミュニケーション能力

基礎的・基本的な知識・技能の習得に加えて、思考力・判断力・表現力等を育成する必要があり、そのために
知識・技能を活用する学習活動や課題探究型の学習、協働的学びなどをデザインできる指導力が教員に求められる

※文部科学省 初等中等教育分科会資料より抜粋

社会環境の変化により

社会と学校に期待される役割

プ ロ グ ラ ム キ ッ ト

「こども絵本リレープロクラム」は小学校の先生と一緒に開発した
「21世紀スキル育成プログラム」です。

21世紀を生き抜くために必要とされる「21世紀スキル」が自然と身につくように設計されて
おり、用意されている活用事例を進めていくことで、
「アクティブラーニング」「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」が実現できます。
それだけではなく、プログラムの中で「SDGs」にも取り組み、地球上で取り残されている
人たちに、リアルに支援する事もできるようになっています。

プログラム
キット

「絵本リレープログラム」では子どもたちの
「21世紀スキル」を効果的に引き出しやすく
するために、教育現場で指導されている学校の
先生方と一緒に「プログラムキット」も同時に
開発しています。
「プログラムキット」は、子どもたちの
可能性を無限に広げ、「21世紀スキル」を
育みやすくする様々な工夫がされています。

キット内容

初めてでもわかりやすく取り組める授業の「ガイドライン」
オリジナル絵本「リンちゃんとダーリンの大冒険 魔法のコインをさがしに」
絵本から飛び出してきたかのような完成度の高い「リンちゃんとダーリンの手作り人形」
物語の一コマを抜き出した「ぬりえ」
リンちゃんやダーリンから届く「手紙」やダーリンからの「ミッション」に「探検ノート」
順序よくプログラムを進めるためのわかりやすい「ワークシート」
このプログラムに取り組む子どもたちの気持ちを応援する「テーマソング」など…

これからの教員に求められる資質能力

新たな学びを展開できる実践的指導力

基礎的・基本的な知識・技能 課題解決能力



「こども絵本リレープログラム」から、子どもたちの可能性が広がります！

詳しくはWEBページを！

https://rinda-f.org

CASE1〜CASE8の使い方や活用方法は導入される学校や団体の目的に合わせてフレキシブルに変えられます！

CASE1から順番にCASE8まで進めることも効果的！
CASE1とCASE4を組み合わせて活用することも可能！
それぞれのCASEを単体で活用することも可能！

プログラムの組み立て方

総合的な学習の時間、国語、社会につなげることができます。

全てのベースとなるのはCASE1の「絵本つくり」！
でも活用方法は多種多様！

魔法のコインをさがしに」


